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発
達
障
害
児
に
作
業
療
法

遊びや効果的な学習方法をア ド

バイスする。県備中県民局 との

協働事業 と して展開。倉敷、総

社、高梁、笠岡市など同局管内

で試行 して効果を確認 し、普及

を目指す。 (大石哲也 )

県学童保青連絡協議会は、学

童保育現場の発達障害児支援策

として、作業療法の要素を取 り

入れる試みを始めた。専門チー

ムを放課後 児 童 クラブ に派遣

し、各種能力の回復 につながる

当
面
の
事
業
計
画
で
は
、
　
チ
ー
ム
を
組
織
。
指
導
を
希

作
業
療
法
士
と
連
携
し
、
放

望
す
る
ク
ラ
プ
を
募
っ
て
夏

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ヘ
の
支
援

休
み
期
間
中
に
巡
回
し
、
保

の
あ
る
子
ど
も
の
個
々
の

た
。

ケ
ー
ス
に
合
っ
た
接
し
方

　

首
都
大
学
東
京
大
学
院

を
助
言
す
る
。　
　
　
　
　
の
小
林
隆
司
教
授

（作
業

９
月
に
は
ク
ラ
プ
の
ス

生
活
支
援
学
）
が
昨
秋
、

タ
ッ
フ
を
対
象
に
、
作
業

同
協
議
会
の
協
力
で
行
っ

療
法
士
に
よ
る
連
続
講
座

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

を
企
画
。
遊
び
を
中
心
と

る
と
、
県
内
の
放
課
後
児

し
た
さ
ま
き
ま
な
作
業
活

菫
ク
ラ
プ
で
発
達
障
害
の

動
を
通
し
て
運
動
や
学

あ
る
子
ど
も
が
在
籍
し
て

習
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

い
る
の
は
、
回
答
の
あ
っ

ン
な
ど
の
能
力
の
回
復

。　
た
７４
施
設
中
“
施
設
。
総

・由

・

一
ヽ・　

ヽ

支
援
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
う
学
菫
保
育

の
関
係
者
ら
・
５
日
、
倉
敷
市

・
玉
島
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

∞
人
が
参
加
。
子
ど
も
へ

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

の
支
援
活
動
の
方
向
性
に

る
。
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遊びや学習法助言

献体1器人に黙と
ｎ
υ
民
υ

大
会び

―
“
　
′

口

ｔも
岡
と

で
ム
域

一

地
チ
中
門
備
専

育
ス
タ
ッ
フ
に
発
達
障
害

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
っ

向
上
を
図
る
作
業
療
法
の

有
効
性
に
つ
い
て
解
説
す

る
。併

せ
て
、
独
自
に
ク
ラ

プ
の
訪
間
指
導
を
行

っ
て

い
る
作
業
療
法
士
森
川
芳

彦
さ
ん
（
“
）
＝
倉
敷
市
松

島
＝
の
取
り
組
み
も
サ
ポ

ー
ト
し
、
連
携
し
て
い
く
。

玉
島
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー

（同
市
玉
島
阿
賀
崎
）

で
５
日
、
事
業
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト

が
あ

り
、
備
中
地
域
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
関
係
者
や
保

護
者
、
作
業
療
法
士
ら
約

児
童
数
３
４
２
３
人
の
う

ち
２
２
２
人
だ
っ
た
。

「
約
９
割
の
施
設
で
平

均
３

・
８
人
が
在
籍
し
て

い
る
が
、
ケ
ア
の
体
制
は

十
分
で
は
な
い
」
と
小
林

教
授
。
大
半
の
施
設
か
ら

作
業
療
法
士
の
サ
ポ
ー
ト

を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
と
い
い
、
同
協
議

会
の
糸
山
智
栄
会
長
は

「
学
菫
保
育
が
障
害
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る

場
に
な
れ
る
よ
う
着
実
に

成
果
を
上
げ
、
取
り
組
み

を
県
内
、
全
国
に
広
げ
て
・

岡
山
大
医
学
部
、
歯
学

",
△
然
総ヽ′´″」目

部
生
が
解
剖
実
習
を
行
う

た
め
の
献
体
の
登
録
者
で

つ
く
る

「
と
も
し
び
会
」

の
５０
回
目
の
総
会
が
１１

日
、
岡
山
市
北
区
鹿
田
町
、

同
大
鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。

同
会
は
１
９
６
７
年
６

月
■
日
に
創
設
。
３
月
末

時
点
の
会
員
数
は
１
７
４

２
人
で
、
こ
れ
ま
で
に
２

７
５
８
人
が
献
体
し
て
い

る
。総

会
に
は
県
内
外
の
会

員
約
■
畏

５
月
末
ま

に
亡
く
な

２
８
人

の

卜
げ

ら
れ
，

み
こ
亭

を
楽
し

県学童保育連絡協
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「
ゆ
い
の
会
」
は

１１
日
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
で
戦

前
に
患
者
向
け
に
建
て
ら

れ
た
十
坪
住
宅
の
保
存
、

た
。

が
参
加
。
厚
生
労
働
大
臣

宛
て
に
国
の
責
任
で
修
復

・
保
存
を
求
め
る
署
名
の

る
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
の
コ
ピ

．画
。
会
長
の
近
藤
剛
弁
護

士
は

「建
設
当
時
の
寄
付

に
よ
り
、
結
果
的
に
市
民

が
隔
離
政
策
に
加
担
し
て

し
ま
っ
た
教
訓
を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
保
存

修
復
に
向
け
た
初
の
街
頭

十
坪
住
宅
は
国
の
誤

っ

募
金
と
署
名
集
め
を
行

っ

た
隔
離
政
策
の
下
、
国
民

―
も
手
渡
し
た
。

ゆ
い
の
会
の
調
査
で

・
=〉

て

は

精
修
に
は
■
燎
数
百
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